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第２２３回研究科委員会・第３２８回教員会議 議事要録 

日 時：令和３年１０月 1３日（水） １３：４０～ 

場 所：後援募金記念棟 会議室１－３ 

 

議 題 

◆研究科委員会◆ 

［審議事項］ 

１．教務委員会 

（１）令和３年度３月修了博士論文審査委員について         

資料１に基づき、申請のあった２名の博士論文の題目と審査委員が提案され、承認された。 

なお、教員氏名の漢字の誤りについて指摘があり、この部分については修正することとした。 

［その他］ 

１．学生生活委員会 

（１）学生生活実態調査について 

資料２に基づき、昨年度から毎年実施することになった学生調査について、周知・回答方法等が

説明され、調査の依頼がアナウンスされた。 

 

◆共生システム理工学専攻会議◆ 

［報告事項] 

1． 教務委員会 

（１）学生の休退学について 

資料がプロジェクター投影され、博士前期課程１名の休学と１名の退学が報告された。 

◆教員会議◆ 

［審議事項］ 

１． 学類長 

（１）共生システム理工学類教員選考の業績基準に関する申し合わせについて 

資料３に基づき説明され、過去５年間の業績はandなのか、国際会議の扱いや今後の見直しの可

能性等について質疑応答があった。また、研究業績の出にくい環境等も考慮すべきではといった

意見が出された。引き続き意見等を学類長・評議員まで出してもらい、１１月の教員会議に再度

諮ることとした。 

２．教務委員会 

（１）令和３年度非常勤講師計画について 

資料４に基づき、変更部分（網掛け部分）について説明された。No２３は取り下げ、No１８・１

９は日程と担当者が決定、No２８－３１の再エネ関係は担当者が決定したこと、No３０について

は遠方であるが旅費を辞退していることなどが説明され、承認された。 

３．入学試験委員会 

（１）令和４年度総合型選抜合否判定について  

回収資料に基づき、志願者５２名中１名が欠席し、受験した５１名の内２６名の合格が提案さ

れ、承認された。追加情報として、合格者のうち１９名が男性で７名が女性であること、県内者

が１６名、県外者が１０名であること、遠方からの受験者が目立ったことなどが報告された。 

［報告事項］ 

１．教務委員会 

（１）学生の休退学について 

資料がプロジェクター投影され、学類生２名の休学と 1名の退学が報告された。 

（２）研究室配属の選考結果について 
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資料５に基づき、申請のあった旧カリ生６名は全員が配属になったことを含めて、配属結果が報告

された。 

 （３）海外演習の中止について 

   海外演習については、科目としては開講するが履修登録はペンディングとしていたが、中止するこ

とに決まった、との報告があった。 

（４）第 51 回全学教務協議会について 

 (審議事項) 

・全学カリキュラムポリシーの改正 

（大学機関別認証評価の課題対応）について 

資料６に基づき、成績評価の方針を追記することとなった点やＳ評価の割合について説明された。 

→ 第３６７回評議会報告【審議事項】（２） 

(報告事項) 

・BYOD に関する各学類の検討状況について 

資料７に基づき、各学類の仕様案や、大学として Office365 を準備すること、ソフト購入の補助等

は行わない事、プリンタは撤去することなどが報告された。 

・全学 FD研究会の開催について 

資料８に基づき、１０月２８日（木）に「授業評価アンケート」をキーワードとして実施すること

が報告され、学類長からも必須なので参加いただきたい、との依頼があった。 

・その他 

（１）マレーシア政府派遣留学生の渡日について 

   マレーシア政府派遣留学生１名が９月３０日に来日し、２週間の待機期間の後授業に出席する予

定なので、配慮いただけるとありがたいとのアナウンスがった。 

２．学生生活委員会 

（１）単位修得不振者調査及び２年生面談について 

資料９に基づき、学生生活および修学支援のための単位修得不振者調査実施が予告された。また、

２年生面談についての内容やオンラインでの実施も可能であるとの説明があり、２０２０年度ス

タートアップセミナーのクラスアドバイザーへ実施の依頼がアナウンスされた。 

３．財務・施設委員会 

（１）予算執行に関する協力依頼について  

科研費等の外部資金について入金前の執行が必要な場合は、「できる限り」研究振興課へ「立替申

請」を依頼いただきたい、また、なるべく予算振替が生じないよう、計画的な執行にご協力いただ

きたい、とのアナウンスがされた。 

機器の修理費用の優先順位について質疑があり、共用性等を考慮して選定していると回答があっ

た。 

（２）研究設備・機器の学内外共用化に係る方針案への意見照会 

  研究設備・機器の共用化に係る方針についていくつかの案が出ており、１０月１５日に提示し１１月

５日までに学類長及び後藤委員長まで意見をあげてもらいたいとの予告アナウンスがあった。 

４．奨学寄附金の受入について 

  奨学寄附金１件、共同研究４（前回分２件を含む）件、受託研究１件が報告された。 

［その他］ 

１．学生生活委員会 

（１）学生生活実態調査について 

資料２に基づき、昨年度から毎年実施することになった学生調査について、周知・回答方法等が説

明され、調査の依頼がアナウンスされた。 

◆教育研究評議会◆ 

○第３６７回（９月２８日開催）報告 
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【審議事項】 

（１）第4期中期目標・中期計画（素案）の修正について【資料１】 

  第４期中期目標・中期計画の素案について、９月１７日付で文部科学省から再照会のあった確認

事項を踏まえた修正等を記載した素案について提案があった。主な点は以下の通りである。 

１．村の大学の拠点数について 

  「３拠点または4拠点」と幅を持たせることをやめて、上限の「４拠点」に設定した。 

２．環境放射能研究所 

  共同利用・共同研究拠点に限定せずに、共同利用・共同研究拠点とは必ずしもなじまない課題も含

めて、幅広い分野の研究に力を入れていくように、目標を書き換えた。 

（２）全学カリキュラムポリシーの改正について（意見聴取）【資料２】 

   資料２に基づき、大学改革支援・学位授与機構による大学機関別認証評価の事前相談で受けた指

摘を踏まえ、全学カリキュラムポリシーを改正することについて提案があった。 

   具体的には、本学のカリキュラムポリシーについて「学習成果の評価の方針が明示されていな

い」との指摘を受けたことをふまえて、カリキュラムポリシーの項目「５．」にCap 制、

「６．」に新たに成績評価の方針を追加した。１０月１４日（木）１２：００までに意見聴取す

ることとした。 

（３）大学院学則の改正について（戻り報告）【資料３】 

   各学類教員会議等に意見聴取していた結果について、各学類長から、特段の意見はなかったとの報

告があった。 

（４）大学院の改革について【資料４】 

   ９月１７日（金）にオンラインで実施した文部科学省への「第４回事務相談」の概要について報告

があり、事務相談を受けての今後の対応、及び各設置準備室向け説明会（９月２９日開催予定）の

開催について説明があった。 

 

○第３６８回（１０月５日開催）報告 

【審議事項】 

（１）大学院の改革について【資料６】 

①各研究科設置準備室向け説明会の概要について 

   ９月２９日開催の各研究科設置準備室向け説明会の概要について報告があり、引き続き各研究科

設置準備室に対する依頼事項について確認及び依頼があった。 

②食農科学研究科設置に向けた文部科学省との第３回事務相談について 

   食農科学研究科の設置に向けた文部科学省との第３回事務相談（１０月４日実施）の概要について

報告があった。 

③教育プログラム基本設計修正提案に対する各学類・研究科からの意見について 

   教育プログラム基本設計修正提案に対する各学類・研究科からの意見について報告があった。今回

の意見を踏まえて検討し、今後の教育研究評議会で検討結果を報告するとの説明があった。 

【報告事項】 

（１）書面主義・押印原則・対面主義の見直しについて【資料１】 

   文部科学省から依頼のあった規制改革実施計画による書面・押印・対面主義の見直しについて、総

務課を中心に見直しを行ったとの報告があり、総務課から、見直しの結果について説明があった。

また、今後も継続して見直していくとの説明があった。 

    これに対して、効率化のために積極的に見直しを実施してほしい、との意見が出された。 

（２）大学機関別認証評価に係る訪問調査における面談対象者の選出について【資料２】 

   資料２に基づき、大学改革支援・学位授与機構による大学機関別認証評価に係る訪問調査におい

て、本学関係者との面談を行うにあたり、面談対象者の選出方針を自己評価委員会において定めた

こと、この方針に基づき今後、各学類に面談対象者の選出依頼を行うことについて報告があった。 
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（３）教職大学院認証評価における訪問調査の日程等について【資料３】 

  一般財団法人教員養成評価機構による教職大学院認証評価に係る訪問調査において、日時が決定

したことについて報告があり、学長室から、訪問調査の概要及び今後のスケジュールについて説明

があった。 

（４）役員給与規則の一部改正について【資料４】 

  人事院勧告に準拠した役員給与の改定が第５７６回役員会（１０月４日開催）及び就業条件検討委員

会で審議・承認されたことを受け、役員給与規則を改正することについて報告があった。 

（５）就業規則の一部改正について【資料５】 

 （４）と同様に、人事院勧告に準拠して就業規則の一部を改正することについて報告があった。 

 

◆運営会議◆  

○第１６４回（９月２１日開催）報告 

（１）第４期中目標・計画素案）に係る文部科学省の確認事項へ対応ついて 

  → 教育研究評議会第３６７回報告【審議事項】（１） 

（２）大学機関別認証評価における訪問調査の日程等について【資料２】 

  １１月２６日（金）に実施される大学機関別認証評価における訪問調査のスケジュール等について説

明された。 

（３）令和3年度進路登録状況調査について【資料３】 

  ７月に各学類就職支援委員を通じて指導教員に調査した令和3年度の進路登録状況調査結果（７月末

日現在）について、学類長に報告された。 

（４）その他 

①電気・ガス・水道使用量について（８月分）【資料５】 

８月の電気・ガス・水道資料量等について報告があった。 

 

○第１６５回（１０月１２日開催）報告 

（１）勤務時間申告書の提出について【資料１】  

  資料１に基づき、令和元年度から令和３年８月までの勤務時間申告書の提出率について報告があ

り、提出依頼があった。 

（２）大学院の改革について【資料２】  

  ①大学院改革に係るアンケート調査について 

教育プログラムの基本設計が継続審議中であることから、実施時期については合意を目指している

第３６９回教育研究評議会（１０月１９日開催予定）以降となること、その間調査票の最適化や調

査対象の整理等、アンケート実施体制の準備を進めていただきたいとの説明があった。 

②ステークホルダーからの声に基づく研究科の設置意義や改組の必要性等の説明資料様式の提出に

ついて社会的背景に加え、ステークホルダーからの期待についても整理し、研究科の設置意義や改

組の必要性を説明する必要があることから、１０月２１日までに、各専攻において整理を行い、資

料２－３への追記、資料２－４の作成を各研究科設置準備室との協力で作成し、エビデンスとあわ

せて提出いただきたいとの依頼があった。 

③教育プログラムの基本設計修正提案について 

  各学類・研究科より示された意見を踏まえ、教育プログラムの基本設計再修正提案の内容について

説明があった。また、教育プログラム修正提案に対する食農学類の意見について報告があった。 

（３）その他  

①電気・ガス・水道使用量について(９月分)【資料３】 

  ９月の電気・ガス・水道資料量等について報告があり、省エネに向けた取り組みをお願いしたいと

のアナウンスがあった。 

 


